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1. はじめに 

従来の交通施設整備の評価は，効率性基準に基づく費
用便益分析によって行われてきた．しかし，その手法で
は，交通施設の有無による効果を評価しているだけで，
誰に効果が及んでいるのかが明らかにされていない．本
来，社会資本整備による効率の最終帰着先である市民の
QOL(Quality of Life)によって評価されるべきである．本研
究は，QOL のうちで移動に対する個々人の交通サービスを
客観的に評価することを目的とした QOM(Quality of 
Mobility)指標を定義し，合志市の交通サービス評価に適
用した結果を示す． 

2. モビリティ水準評価のための QOM モデル 

 本研究では，交通施設等の財に対する満足度等の効用
ではなく，アマルティア・センの Capability Approach の
考え方を援用して，個々人の交通サービス水準である移
動に関する質 QOM を定義する．Functioning に対応する
移動可能性モデルと，Functioning の束である Capability
の自由に対応する移動選択性モデルから成る．各モデル
の詳細は下図１に示す． 

3. QOM 評価手法による合志市の交通施策評価 

 個人ごとのQOM値を算出するために熊本県合志市を対
象に｢合志市の交通実態と意識に関する調査｣を実施した．

推定する属性を成人男
性，成人女性，高齢者
とする．図２と図３で
高齢者の現況のQOM
値と現在，御代志駅で
終点となっている熊本
電鉄を辻久保まで延伸
した政策を行った際の
QOM値との比較を行
う．現況よりも全体的
にQOMRi値が上昇して
いることがわかる．特
に熊本電鉄延線とその
周辺は大きく上昇して
いることから施策の有
用性が証明できた． 

図 2 高齢者現況のQOMi

4. おわりに 
 本研究では，QOM 値
を Capability Approach
に基づいて，移動可能
性と移動選択性から成
る移動のしやすさを評価
する手法を提案した． 図 3 高齢者熊電延伸後のQOMi
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(1)移動可能性モデル 
移動可能性モデルは，与えられた交通サービスをその効用との間をつなぐ

Functioning である移動目的別の移動のしやすさを評価するモデルである．ここでは，

｢移動時間による移動のしやすさ｣と｢交通手段の選択による移動のしやすさ｣の２つの

サブモデルから構成され，それぞれ次式で定義する． 
 
 
 
 
 
TCMは，移動頻度グループn別に，その移動のために許容できる交通手段別の移動

時間の累積分布関数Φnm(t)をnの構成比率wnmで加重平均し，所要時間がt以下で移

動可能な利用者割合を示す． 
一方，SCM は利用可能な選択肢の最大効用の期待値，つまり合成効用値である．

上記の要因に影響されて｢k目的移動のしやすさ｣というFunctioningが定義され，これ

を潜在変数とみなし，それが満足度や利用頻度という観測変数に影響を与えていると

仮定して，分散共分散構造分析を行う．潜在変数のパス係数を上記のサブモデルの

評価指標に乗じて統合化したものが，Functioningである｢k目的移動のしやすさ｣の評

価値Cijkとなる 
 

(2)移動選択性モデル 
 移動可能性モデルは，全ての移動目的の移動のしやすさを「目的地の選択自由性

評価サブモデル」と「移動目的の選択制サブモデル」によって統合した． 
 
 
 
 
 
前者のモデルは当該ゾーンiから移動目的kの目的施設までの移動のしやすさACik で

あり，式(3)に示すようにAjklのCijk値による減衰型グラビティモデルによって定義する．こ

こで，Aiklは目的地jにある移動目的kのl番目施設の魅力度指標値，たとえば施設面積

などである．一方，後者は各種の移動目的の目的施設までの移動のしやすさACikを式

(3)によってQOMiに総合化する． 
 
 
 

データとした主成分分析による主成分得点をx1i，x2iを用いて，次式に示すコブ＝ダ

グラス型関数(4)でQOMiを表現する． 

■ 移動可能性モデル
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図１ QOM 評価モデルの全体構成と概説 
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